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< 研究ノート >

〈キーワード〉　留学生教育　漢字語彙　日本文化としての書道　漢語

１．はじめに

筆者が外国人留学生教育に当たり始めて 20 年が経過したが、当初、留学生の

来日動機は日本語学習そのものを目的とする学生が多く見られた。しかし、近年

は日本文化に惹かれて日本への留学を決意したという学生が少なくない。サブカ

ルチャーと称されるアニメ・マンガやコスプレ、伝統文化の茶道や書道、建築に

興味を持つ留学生も多くを占める。例えば、筆者の主宰する書道教室の体験授業

を受講し、帰国後もオンラインで受講を続けている留学生もいる。書道は、世界

で唯一漢字をモチーフとした芸術である。また視覚芸術であると同時に、表現自

体が文字として意味を持つ芸術でもある。それゆえに、例えば漢字をモチーフに

した作品制作を行うならば、漢字そのものが持つ意味を理解し、より深い造形作

品へと昇華させて欲しいと考えるのである。そこで、筆者が関わる大学の留学生

実習科目「中上級漢字語彙」の中で日本文化としての書道への橋渡しとなる授業

実践を試みた。本稿は、その授業実践報告である。なお、この報告で使用してい

る写真は全て筆者が撮影し、学生の許可をとって掲載していることを断わってお

く。

２．実践の場の特徴

２-１．留学生コース

本稿の実践研究対象とした大学は、日本国内の関西圏に位置する国立 O 大学

である。O 大学では、留学生教育プログラムとして４つのコースがある（2019
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年度）。

学部留学生予備教育プログラム（年間 35 回）、日本語・日本文化研修留学生プ

ログラム（２学期制各 15 回）、短期留学特別プログラム（２学期制各 15 回）及

び私費外国人留学生予備教育プログラム（秋〜冬学期 18 回）の４つである。ま

た、学生の能力はアチーブメントテストの総合評価により、初中級、中級、中上

級、上級の４段階にレベル分けされている。

その中の日本語・日本文化研修留学生プログラム、短期留学特別プログラムの

選択科目の日本語実習科目として春〜夏学期開講の「中上級漢字語彙」科目で当

該授業を行った。2019 年度も 2020 年度も「漢字語彙」分野の日本語実習科目の

開講科目数は 12 科目である。大きく変更があったのは、それまで日本語実習科

目の中に含まれていた書道が、研究科目として「日本歴史文化学研究基礎」の中

に移行されたことである。初級・中級段階の学生にとって漢字語彙の中の書道は

大きな役割を担う。硬筆では最も再現しにくいのが、書法上の「とめ・はね・は

らい」の３要素である。毛筆を用いてこそ、この３要素は、明確に表現ができ

る。また、大きく書くことによって漢字細部の観察も学習者にとって容易になる

のだが、「漢字語彙」としての書道は事実上開講されなくなった。

今期受講した留学生は、ブラジル人留学生２名、フランス人留学生１名、スイ

ス人留学生１名、スウェーデン人留学生２名、中国人留学生１名、タイ人留学生

３名、ベトナム人留学生１名の合計 11 名が受講した。彼らは、2019 年 10 月に

入学し 2020 年８月に当該コースを修了した。

２-２．授業設定

「中上級漢字語彙」科目は、留学生のレベル設定として「一般的な漢字のうち、

やや高度なものも読み書きすることができる。一般的に使用されている漢字語彙

を理解でき、自分の得意分野であればそれよりもやや高度なものも理解すること

ができる」となっており、授業例として「常用漢字・同音異義語・論文やレポー

トの漢字語彙など」とされている（O 大学における日本語科目と能力記述）。さ

らに中上級漢字語彙開講科目として４つの選択科目がある。「漢語の類義表現」

「同音異字語」「語構成から学ぶ漢語」「連想マップで学ぶ漢字語彙」の４テーマ
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の授業である。この内、筆者は「語構成から学ぶ漢語」を担当した。授業のねら

いは「漢語の構成の仕方についての知識を身につける。また、未知の漢字語彙で

あっても、読み方を推測し、意味の見当をつけることができるようになる」と設

定されている（令和２年度春〜夏学期　授業テーマ一覧（日本語実習科目））。

また、本年度は Covid-19 の影響により、本学の授業は前期は全てメディア授

業に切り替えられた。学生にとっても授業者にとっても初めての事態であり、双

方のインターネット環境や PC の整備、インターネット技術の習得など時間制限

がある中での、ほぼ見切り発車となった。筆者は、大学側から提供されたメディ

ア授業のテレビ会議システム「zoom」と教授用アプリである「ロイロノート」

を併用するリアルタイムの授業スタイルを選択した。一部シラバスの変更を行っ

て、授業は４月 20 日から８月３日まで行なった。その間４月から５月は、感染

症による政府の緊急事態発出中であったので、学生は各部屋でメディア授業を受

講することになった。

３．具体的な実践の内容とその過程

３-１．授業内容

本授業は、「語構成から学ぶ漢語」が授業テーマであるので、まず、漢語とは

何かという知識面の拡充と浸透を図るために漢字の由来は欠かすことのできない

具体的素材であり、白川静の『漢字の世界１』『漢字の世界２』（白川 2003）を

参考図書として使用した。次に六書１について解説し、漢字は丸暗記ではなくそ

れぞれの部分に意味があり、その組み合わせによって漢字が構成されていること

を教示し、読みの検討をつけることを試みさせた。その際に、筆ペンを用いて漢

字の細部にまで観察が行き渡るように工夫した。

第１回目の授業は、メディア授業の「zoom」と「ロイロノート」の使用方法

を説明し、全員がそれらのアプリが整ったところで、授業ガイダンスを行なっ

た。続く講義の内容は、１）漢語、２）梵語、３）和製漢語、４）漢語の発音、

である。第２回目講義内容は、１）漢字と中華文明、２）漢字圏と漢字文化圏、

３）日本の歴史区分、４）日本の歴史年表、である。３回目講義内容は、１）漢

字の起源、２）甲骨文字、３）『説文解字』、４）演習である。漢字は中国黄帝の
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史官であった倉頡が作ったと言われているが、当時占いである「卜」の結果を記

すために必要であった。その際に使用されていたのが甲骨文字と呼ばれる文字で

ある。甲骨文字は象形文字であるがモノを模った文字であるので、例えば馬の甲

骨文字を指し示し、「何か」と問うたところ「馬」と即答するなど、学生らは何

を象徴しているのか比較的検討をつけやすいものであった（写真１　筆者自筆）。　　　

写真１） 写真２） 写真３）

それらを筆ペンで写字することを課題としたところ、初めて毛筆を使用した学

生も元の形に忠実に写字できていた（写真２、３）

『説文解字』は周時代に許慎が作った漢字の解説書である。その中の漢字の構

造法、六書である象形、指事、会意、形声、仮借、転注を解説した。また、漢字

の書体に触れ、古い順に甲骨文、金文、大篆書、小篆書、隷書、楷書があること

を解説した。漢字に興味を持たせる目的で、筆ペンによる甲骨文字の創作を例

示した（写真４ 筆者自筆）。学生にも同じように甲骨文字で創作をさせた（写真

５）。

４回目の講義は、説文解字の部首 540 字を現代の文字と対応させながら、筆ペ

ンで写字、細かな部分を対照させた。３回に分けてそれらを宿題とした（写真

６、７）。

また、漢語由来の１）数、２）書・儒教、３）精神・仏教、４）食文化につい

て解説した。１）の数については 10 までは「ひ、ふ、み、よ、いつ、む、なな、

や、ここの、とお」と固有の読み方があり、11 〜漢語になること、助数詞にお

いては基本的に漢語が使用されていることを解説した。第５回目の講義は、１）

動植物、２）住居・建築、第６回目の講義は、１）金属・鉱物、２）雑貨、３）

医学をテーマとし、前半は漢語についての解説と、後半は筆ペン実習を交えて授
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 写真４） 写真５） 写真６） 写真７）

業を進めた。名詞に関しては６回目で終了し、第７回目から第 10 回目までは形

容詞、動詞、副詞の漢語解説と、例文づくりを行った。11 回目、12 回目は、『漢

字の成り立ち辞典』を使用しながら、祭祀儀礼の中から誕生した漢字の中心であ

る「＊２さい」を中心にした漢字の成り立ちを理解させた。例えば、「さい」は

王と神の交信の仲介を果たした祝祷を収める箱であること（伊藤 2013：139）、

その「さい」がつく漢字、者、習、史、事、才、存、在、言、音、語、示、祭、

降、師、追、帰の成り立ちを筆ペンを用いて解説した。例えば写真８は、講義

12 回目に「追」の作りの部分と「帰」のへんの部分が元は同じ「祭肉」を意味

することを説明した。さらに、「さい」と「辶」とで作字すると、「祝祷を収める

箱を持って道を行く」となることを説明している。

13 回目、14 回目は、「人」

を中心にした漢字の成り立

ちの解説を筆ペンを用いて

講義を終えた。漢字の画期

的な点の一つとして、「人」

の字を二画の線で表すこと

に成功したこととあるが、

人の向きや人数を変えて文

字に表すことで様々な意味

が表現されることを示し

写真８） 写真９）
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た（上掲書 p.69）。例えば、人、身、令、先、兄、光、元、比、北、従、保、介、

歌、化など 51 文字である。写真９は、講義 13 回目に左向きの人と右向きの人を

表し、左向きが前、左側が上位とされ、右向きが後ろ、右側が下位を意味してい

ることを説明した。その上で、右向きの人つまり左側の上位の人が後ろになり右

側の下位の人に従っていることから、上下関係のない２人が並んで「比」という

字になり親しむという意味が生じたことを説明している。

また、漢字の形声の一部は「音符」といい音を表すことも示した。15 回目の

期末テストで、問１は部首を組み合わせた漢字を創ることと、その漢字の読み方

と意味の解説を問う問題で、問２は筆者が創った２つの漢字の読み方と意味を解

説する問題を出題した（表１）。なお、授業で配布した資料持込は認めた。

　

表１　2020 秋学期期末テストと模範解答

３-２．学生の解説

学生の解答は以下のようなものであった（表２〜４）。尚、学生の日本語の助
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と自動詞・他動詞の表記ミスは筆者が一部訂正した。問１は漢字を作る問題であ

る。⑩⑪以外は正解とした。⑩⑪は問題理解が十分ではなかったが、⑩は 3回解

説を加え、最後は母語に訳した。しかし、伊藤（2013）の資料を用いて、漢字を

創作するという意味が理解できなかった。⑪は、2 回目で修正できた。しかし、

この漢字一文字で「ようりょくそ」と読ませたかったが、「りょく」の部分が含

まれていないので誤答とした。③については、少し飛躍しているが、右の手を表

す部分は確かに書いてあるので、許容範囲とした。⑩⑪以外の学生は、読み方に

関しては、音符が漢字の中に含まれており、授業中に解説した音符の概念が理解

できていると判断した。この作字の問題から、漢字はそれぞれの部分が意味を持

 

 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	                               		

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模範解答
ア)読み;ゲン、ゴン
　意味;左側の部首は、はしごを意味します。つまり天の
神が天から降りてきたり昇ったりする道具です(p. 158)。 
右側は、サイの部分があります。これは神への祈りや願い
を書いた紙を入れる器です(p. 139)。「言」の意味は神への
誓いです(p. 150)。合わせると、はしごを昇り降りする神
に祈りや誓いを届ける、伝えるという意味です。

イ)読み;ヘイ
意味;部首のしんにょうは道を行く意味があります(p. 135)。

右側は、人が2人並んで立つ意味があります(p. 98)合わせ
ると、人が2人並んで道を行く、という意味です。
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詞と自動詞・他動詞の表記ミスは筆者が一部訂正した。問１は漢字を作る問題で

ある。⑩⑪以外は正解とした。⑩⑪は問題理解が十分ではなかったが、⑩は３回

解説を加え、最後は母語に訳した。しかし、伊藤（2013）の資料を用いて、漢字

を創作するという意味が理解できなかった。⑪は、２回目で修正できた。しか

し、この漢字一文字で「ようりょくそ」と読ませたかったが、「りょく」の部分

が含まれていないので誤答とした。③については、少し飛躍しているが、右の手

を表す部分は確かに書いてあるので、許容範囲とした。⑩⑪以外の学生は、読み

方に関しては、音符が漢字の中に含まれており、授業中に解説した音符の概念が

理解できていると判断した。この作字の問題から、漢字はそれぞれの部分が意味

を持つこと、またその部分の一部を「音符」と呼び、漢字の読み方を表している

ことを理解できているかどうかを問うことができたと考える。

問２（ア）の漢字の「阝」は神が天と地を上り下りする時に使う「神梯（は

しご）」を表す。古く天は神の住むところであり、地は神の降るところ、それを

つなぐもの（上掲書 :156）、とあるようにそのことに触れつつ、つくりの部分の

「言」の説明を加えられていれば正解とした。「言」は「盟誓（神への誓いの言

葉）」を表す（上掲書 :150）。また、漢字には「音符」と呼ばれるように音を表

す部分があるが、つくりの「言」が音を表し、「ゲン・ゴン」と読むことが記さ

れていれば良い。問２の（ア）を解答順に学生の解答（一部表記の間違いを訂

正）を示す（表３）。

このうち「神」という言葉を使っている学生は、①③⑤⑥⑦⑧⑨⑪の８名おり

「神」への盟誓を表す「言」の許容範囲とした。「はしご」を使った学生は、①④

⑦⑧⑨⑪と②のステップを入れると７名、昇り降りする意が含まれているのは①

③④⑤⑦⑨⑪の７名である。天上の「神」がはしごを昇降し「神」と地上人が交

信する意と解し、②は「神」との交信という意味が抜けていること、⑩は漢字の

意味の説明が抜けていることで誤答とし、それらを除き他は正解とした。④につ

いてはやや意訳ではあるが、許容範囲とした。正解者は、それぞれ漢字を構成す

る部分の意味は概ね解説できており、漢字全体の意味も記すことができていると

判断した。
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問２の（イ）は、部首の「辶」は道を行くことを意味する（上掲書 :135）。ま

た、「並」は身分ある二人の者が、儀礼が行われる神聖な場所に正面を向いて並

んで立つことを表していると考えられている（上掲書 :98）ことから、二人の人

が並んで進むという意味のことが書けていれば良いとした。音符は「並」で「ヘ

イ」と読む。問２の（イ）を解答順に学生の解答の中から意味の部分だけ（原文

のまま）を示す（表４）。

表２　学生の解答　問１

7 

つこと、またその部分の一部を「音符」とø?、漢字の読み方を表していること

を理解できているか7うかを問うことができたとǬえる。 

 
表２	 学生の解答	 )]	

 
	 問２（V）の漢字の「阝」はǇがđとĆを�り下りするŭに¬う「Ǉſ（はし

%）」を表す。ëくđはǇの§GとこRであり、ĆはǇのɆるとこR、それをつな 

!もの（�Ř書:156）、とあるようにそのことにȉれつつ、つくりの部分の「Ȋ」

の説ũを加えられていれ=正解とした。「Ȋ」は「ƸȘ（ǇBのȘいのȊǹ）」を
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表３　学生の解答　問２（ア）

②は人が「並ぶ」や「進む」という意味の説明が欲しいところである。④⑤⑥

⑧は、並んで行くその状態を指す道や巡礼という名詞で答えているが許容した。

⑩は「進む」、の意味が抜けている。②と⑩以外は概ね漢字の組み合わせから考

えた意味を答えられていると判断し正解とした。

４.　結論

このように講義の１〜 10 回目までは、漢語の歴史や音韻、また中華文明と漢

字の起源、中国の歴史と日本の歴史の対比をさせながらの概観、『説文解字』と

六書、漢語の具体的な語彙を品詞別に解説した。11 回目から 14 回目は、漢字の

成り立ち、つまり構造についての解説と筆ペンによる実習などを行いながら進め

た。

期末テスト結果から９割の学生は、漢字が意味を表す「意符」と音を表す「音

符」から構成されていると理解したと言える。メディアの授業ではあったが、学

生と会話する中で、ブラジル人留学生が「木の部分がありますね」やスェーデン

8 

表す（�Ř書:150）。また、漢字には「音符」とø=れるように音を表す部分があ

るが、つくりの「Ȋ」が音を表し、「`�・b�」と読Gことが記&れていれ=ǵ

い。問２の（V）を解答ɓに学生の解答（一部表記のɂȺいを訂正）を示す（表

ɦ）。

表３	 学生の解答	 )２Z�[	

	 このう0「Ǉ」というȊǹを¬っている学生は、�③	
��
⑪のɫòおり

「Ǉ」BのƸȘを表す「Ȋ」の許容範囲とした。「はし%」を¬った学生は、��

��
⑪と�のステkxをÀれるとɪò、ŨりɆりする意が含まれているのは�

③�	�
⑪のɪòである。đ�の「Ǉ」がはし%をŨɆし「Ǉ」とĆ��が�

²する意と解し、�は「Ǉ」との�²という意味がŐ"ていること、⑩は漢字の

意味の説ũがŐ"ていることで誤答とし、それらをɈき他は正解とした。�につ

いてはJJ意訳ではあるが、許容範囲とした。正解者は、それぞれ漢字をƆŋす

る部分の意味は概:解説できており、漢字Á¨の意味も記すことができていると

判断した。

問２の（X）は、部首の「辶」はȹをǻくことを意味する（�Ř書:135）。また、

上  
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人留学生が「右側は見るという字ですね」などと発話し、漢字を丸暗記ではなく

部分に分けて理解している事がうかがえた。

この授業だけでは、日本文化としての書道につながったと断言はできないが、

この授業を受けていた学生が、帰国後もリモートで筆者の書道教室に参加してい

る。特に帰国直後は、この授業で学んだ篆書が篆刻の時に使われる書体であるこ

とを知り得て、ほぼ毎日のように篆刻を母国で行なっている。このように、留学

をきっかけにして漢字語彙の授業から、日本文化としての書道へつなげていくの

がこの授業の目的でもあった。

今後は、日本文化としての書道の奥義がリモートでどのくらい伝えることがで

きるのか、稿を改めたい。

 

注

１　六書とは、漢字の構成法を６つに分類したもので、その種類は「象形、指事、会意、

形声、仮借、転注」に分けられる（漢字成り立ち辞典：11） 

２　 （立命館大学 2016 白川フォント）。

9 

「�」はȪ分ある��の者が、¹ǃがǻわれるǇǮなĉŌに正ɏをóいて�Uで

ǒつことを表しているとǬえられている（�Ř書:98）ことから、��の�が�U

でȷGという意味のことが書"ていれ=ǵいとした。音Ĳは「�」で「yX」と

読G。問２の（X）を解答ɓに学生の解答の中から意味の部分/"（å文のまま） 

を示す（表４）。 

 

表`	 学生の解答	 )２Z�[	

	

	

	

	

	

	

	

	

 

�は�が「�A」J「ȷG」という意味の説ũがƎしいとこRである。�	
�

は、�UでǻくそのƦŉをŕすȹJĨǃというò詞で答えているが許容した。⑩

は「ȷG」、の意味がŐ"ている。�と⑩以外は概:漢字の組み合わせからǬえた

意味を答えられていると判断し正解とした。 

	

`�	 LU	

	 このようにȠǪの１〜�� 回目までは、漢語のƑíJ音ɑ、また中Ǹ文ũと漢字

のȧƞ、中ăのƑíと日本のƑíのĠƕを&せながらの概ȇ、�説文解字�とÂ書、

漢語のÃ¨Ʒな語Ķをû詞Ïに解説した。�� 回目から �� 回目は、漢字のŋりǒ	

0、つまりƆȵについての解説と筆{�によるěǫな7をǻいながらȷめた。 

期末テストǢżからɬÔの学生は、漢字が意味を表す「意符」と音を表す「音符」

からƆŋ&れていると理解したとȊえる。�mWVの授業ではあったが、学生と

¤ȕする中で、w�e��Ʋ学生が「Ŷの部分があります:」JスZ�m�Ʋ学

表４　学生の解答　問２（イ）
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This report is an initiative of the practical research class “Vocabulary & Kanji”.

In recent years, many students have become attracted to Japanese culture and 

decided to study abroad in Japan. Many international students are interested in Japanese 

subcultures such as Anime, Manga and Cosplay, they are also interested in traditional 

cultural properties such as tea ceremonies and calligraphy, and other cultural properties 

such as Japanese architecture. Calligraphy is one of the only artforms in the world with 

a focus on Chinese characters. Therefore, for example, if you create a work with a kanji 

motif, I would like you to understand the meaning of the kanji itself and sublimate it 

into a deeper modelling work. With this in mind, I tried to develop a lesson that would 

serve as a bridge to the ‘Japanese Culture – Calligraphy’ lesson, via the “Intermediate 

and Advanced Kanji & Vocabulary” course, which is a practical training course for the 

international students at the university I am involved with.

The origin of the Kanji was explained in the same way as “Setsumonkaizi”, and the 

details of the elements of the kanji were observed by using a brush pen.

The results of this class show that it is not sufficient to lead into the “Japanese 

Culture – Calligraphy” class. However, the students understood how to compose kanji. 

One of the international students has continued to take online lessons in “Japanese 

Culture – Calligraphy”, even after returning from Japan.

Teaching ‘Kanji and Vocabulary’ that leads to ‘Japanese Culture 
- Calligraphy’: Case of International Student Education

BABA Hiroko




